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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 206,442 12.9 3,859 △10.6 4,108 △9.9 2,622 △26.5

27年３月期第３四半期 182,919 0.6 4,316 12.0 4,560 9.4 3,569 32.0
(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 2,311百万円(△45.5％) 27年３月期第３四半期 4,239百万円( △2.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 106.96 －

27年３月期第３四半期 145.59 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 98,058 42,935 43.7

27年３月期 84,289 41,473 49.1
(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 42,864百万円 27年３月期 41,403百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 0.00 － 34.00 34.00

28年３月期 － 0.00 －

28年３月期(予想) 36.00 36.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 310,000 24.8 6,300 13.5 6,800 14.0 4,400 5.9 179.47
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの
変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 25,303,478株 27年３月期 25,303,478株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 787,133株 27年３月期 785,918株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 24,517,104株 27年３月期３Ｑ 24,518,772株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績に支えられ景気は緩やかに回復基調にあるも

のの、個人消費は未だ力強さに欠ける状態が続いています。また、原油価格の下落進行と新興国経済の成長鈍化、

特に中国経済の不安定さが世界経済に与える影響が懸念され、先行きの不透明さが急速に増してきました。

このような状況下、当社グループは、平成26年４月23日に発表した中期経営計画「躍進2016」の諸施策を推進し

ております。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比12.9％増の2,064億42百万円となりまし

たが、外貨建資産・負債の為替洗替損益が大幅に減少し、営業利益は、前年同期比10.6％減の38億59百万円、経常

利益は、前年同期比9.9％減の41億８百万円、税金等調整前四半期純利益は、前年同期比2.6％減の41億67百万円と

なりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等調整額の増加により前年同期比26.5％減の26

億22百万円となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 繊維事業

当セグメントにおきましては、製品分野が暖冬の影響等を受け伸び悩みましたが、海外を中心とした素材分野が

堅調に推移し、売上高は前年同期比2.6％増の849億26百万円となり、セグメント利益（税金等調整前四半期純利益）

は前年同期比24.2％増の22億37百万円となりました。

② 化学品事業

当セグメントにおきましては、ミヤコ化学株式会社を連結子会社としたことを中心に、売上高は前年同期比30.5

％増の889億91百万円となりましたが、原油安及び資源安に伴う商材価格下落の影響等を受け、セグメント利益（税

金等調整前四半期純利益）は前年同期比15.5％減の18億57百万円となりました。

③ 機械事業

当セグメントにおきましては、中南米向け車輌事業が堅調に推移し、売上高は前年同期比2.5％増の324億63百万

円となりましたが、採算面は厳しく、セグメント利益（税金等調整前四半期純利益）は前年同期比92.1％減の22百

万円となりました。

④ その他

当セグメントにおきましては、売上高は前年同期比79.9％減の61百万円となり、セグメント利益（税金等調整前

四半期純利益）は、11百万円(前年同期は51百万円のセグメント損失(税金等調整前四半期純損失)）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、980億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ137億68百万円

増加しました。これは主に受取手形及び売掛金が65億21百万円増加、のれんが38億71百万円増加、商品及び製品が

26億53百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、551億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ123億６百万円増

加しました。これは主に支払手形及び買掛金が93億52百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、429億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億61百万円増

加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により26億22百万円増加、配当金の支払により

８億33百万円減少したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後のわが国経済の先行きは、景気は回復基調であるものの、世界経済は不安定な状況にあり、依然として不透

明であります。当社グループを取り巻く事業環境は引き続き厳しい状況であることが予想されますが、平成27年４

月23日に公表いたしました業績予想数値に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間において、ミヤコ化学株式会社の

発行済株式の全てを取得し子会社化したため、連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更しております。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ62百万

円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,732 8,390

関係会社預け金 4,000 1,000

受取手形及び売掛金 43,897 50,419

商品及び製品 11,191 13,845

仕掛品 119 49

原材料及び貯蔵品 28 7

未着商品 490 310

繰延税金資産 260 223

その他 4,290 4,124

貸倒引当金 △117 △230

流動資産合計 71,894 78,139

固定資産

有形固定資産 1,325 2,776

無形固定資産

のれん 518 4,390

その他 205 239

無形固定資産合計 723 4,630

投資その他の資産 10,346 12,512

固定資産合計 12,395 19,918

資産合計 84,289 98,058

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 33,165 42,518

短期借入金 986 3,347

未払法人税等 148 961

賞与引当金 610 469

返品調整引当金 2 2

関係会社整理損失引当金 408 94

その他 5,341 4,112

流動負債合計 40,664 51,506

固定負債

社債 20 15

長期借入金 22 821

繰延税金負債 37 650

退職給付に係る負債 2,018 2,048

その他 52 81

固定負債合計 2,151 3,616

負債合計 42,815 55,122
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,800 6,800

資本剰余金 1,700 1,700

利益剰余金 30,759 32,535

自己株式 △782 △784

株主資本合計 38,477 40,250

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,428 1,539

繰延ヘッジ損益 △67 25

為替換算調整勘定 1,624 1,098

退職給付に係る調整累計額 △58 △49

その他の包括利益累計額合計 2,926 2,613

非支配株主持分 70 70

純資産合計 41,473 42,935

負債純資産合計 84,289 98,058
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 182,919 206,442

売上原価 166,628 188,776

売上総利益 16,291 17,665

販売費及び一般管理費 11,974 13,805

営業利益 4,316 3,859

営業外収益

受取利息 39 32

受取配当金 132 173

持分法による投資利益 90 113

負ののれん償却額 47 －

為替差益 31 －

債務勘定整理益 110 84

雑収入 128 172

営業外収益合計 580 575

営業外費用

支払利息 36 41

手形売却損 158 147

売上割引 49 55

為替差損 － 4

雑支出 91 78

営業外費用合計 336 326

経常利益 4,560 4,108

特別利益

関係会社株式売却益 198 48

投資有価証券売却益 33 15

固定資産売却益 2 2

負ののれん発生益 113 －

特別利益合計 347 66

特別損失

固定資産処分損 32 4

投資有価証券評価損 － 2

投資有価証券売却損 0 0

関係会社整理損 370 －

東京本社移転費用 140 －

関係会社株式売却損 85 －

特別損失合計 629 7

税金等調整前四半期純利益 4,278 4,167

法人税、住民税及び事業税 1,501 1,468

法人税等調整額 △796 73

法人税等合計 704 1,541

四半期純利益 3,574 2,626

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 4

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,569 2,622
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 3,574 2,626

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 481 111

繰延ヘッジ損益 △31 93

為替換算調整勘定 257 △321

退職給付に係る調整額 90 8

持分法適用会社に対する持分相当額 △132 △206

その他の包括利益合計 665 △315

四半期包括利益 4,239 2,311

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,233 2,309

非支配株主に係る四半期包括利益 6 1

決算短信 （宝印刷）  2016年01月21日 10時48分 9ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



蝶理㈱(8014) 平成28年３月期 第３四半期決算短信(連結)

― 8 ―

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高

外部顧客への売上高 82,762 68,181 31,668 182,612 307 182,919 － 182,919

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 303 303 △303 －

計 82,762 68,181 31,668 182,612 611 183,223 △303 182,919

　セグメント利益又は
　損失(△)

1,801 2,197 289 4,288 △51 4,236 41 4,278

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報・通信機器の取扱及び各種役

務提供等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額41百万円は各報告セグメントで負担しているリスク等負担金の相殺額であります。

３．報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の

税金等調整前四半期純利益と一致しております。

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高

外部顧客への売上高 84,926 88,991 32,463 206,380 61 206,442 － 206,442

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 303 303 △303 －

計 84,926 88,991 32,463 206,380 365 206,745 △303 206,442

　セグメント利益 2,237 1,857 22 4,117 11 4,129 38 4,167

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事務処理受託等の各種役務提供を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額38百万円は各報告セグメントで負担しているリスク等負担金の相殺額であります。

３．報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の税金等調

整前四半期純利益と一致しております。
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２．報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加）

第１四半期連結会計期間において、ミヤコ化学株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、前

連結会計年度の末日に比べ、「化学品事業」のセグメント資産が15,077百万円増加しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

(セグメント利益の測定方法の変更)

第１四半期連結会計期間から、経営資源の配分の決定及び業績をより的確に管理、把握することを目的に、各

セグメントが保有しているリスク資産に対して社内計算上、所定の負担金を賦課することに変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間に係る「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」

は、変更後の方法により記載しております。
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